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1 「始め」の合図があるまで、この問題冊子を開いてはいけません。 

2 解答用紙は中にはさんであります。 

3 「始め」の合図があったら、まず、受験番号を問題冊子および 

 解答用紙の受験番号らんに記入しなさい。 

4  「やめ」の合図で、筆記用具を置きなさい。 

5 試験終了後は、問題冊子および解答用紙を机の上に置いたまま 

   指示があるまで待ちなさい。 

6 検査時間は４５分です。 



令
和
六
年
度 

精
道
三
川
台
中
学
校 

入
試
作
文
問
題 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（四
十
五
分
） 

 

次
の
文
章
を
読
み
、
グ
ラ
フ
を
見
て
、
あ
と
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。 

 

長
崎
県
は
、
九
州
の
西
北
端 た

ん

に
位
置
し
、
海
岸
線
は
、
多
く
の
離 り

島
、
半
島
、
岬

み
さ
き

、
湾 わ

ん

、
入
江
を
形
成
し
、
変
化
に
富 と

ん
で
い
ま
す
。
海
岸
線
の
長
さ
は
全
国
の
約
１
２
％
に
あ
た
る
約
４
，
１
７
７
㎞
に
及
び
、
北
海
道
に
次
ぎ
、
二
番
目
の
長

さ
で
す
。
こ
の
海
岸
線
に
面
し
た
広
大
な
海
域 い

き

で
は
、
好
漁
場
が
形
成
さ
れ
、
内
湾
か
ら
沖
合
ま
で
そ
の
漁
場
環
境
を

活
か
し
た
多
種
多
様
な
漁
業
が
営

い
と
な

ま
れ
て
い
ま
す
。 

次
の
グ
ラ
フ
は
長
崎
県
の
海
面
漁
業
・養
殖

し
ょ
く

業
の
生
産
量
の
推
移

す

い
い

を
示
し
た
も
の
で
す
。 

                  

〈 

「
デ
ー
タ
で
み
る
本
県
水
産
業
の
現
状
と
取
り
巻 ま

く
環
境
」よ
り 

〉 



問
題 

 

「
長
崎
県
の
漁
業
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
必
要
な
こ
と
」に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
考
え
た
り
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
、 

【
条
件
】に
合
わ
せ
て
解
答
用
紙
に
書
き
な
さ
い
。 

 

 

【
条
件
】 

 
 

 

一
、 

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
た
こ
と
を
書
く
こ
と
。 

 
 

 

二
、 

自
分
の
考
え
を
、
経
験
と
関
連
さ
せ
て
書
く
こ
と
。 

 
 

 

三
、 

五
百
字
以
上
六
百
字
以
内
で
書
く
こ
と
。 

  

【
注
意
】 

 
 

 

一
、 

題
名
や
名
前
は
書
か
な
い
こ
と
。 

 
 

 

二
、 

原
こ
う
用
紙
の
一
行
目
か
ら
書
き
始
め
る
こ
と
。 

 
 

 

三
、 

必
要
に
応
じ
て
、
段
落

だ
ん
ら
く

に
分
け
て
書
く
こ
と
。 

 
 

 

四
、 

数
字
や
記
号
を
記
入
す
る
と
き
に
は
、
（例
）の
よ
う
に
書
く
こ
と
。 

  
 

 
 

 
 

（例
）  

 

※ 

参
考
資
料 

長
崎
県
の
主
要
魚
種
漁
獲 か

く

量
別
の
、
海
面
漁
業
の
漁
獲
量
推
移
グ
ラ
フ
（三
つ
の
グ
ラ
フ
） 
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